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自
転
車
に
乗
る
と
き
は
・・・

車
道
は
左
側
通
行

　

法
改
正
に
よ
り
、

通
行
で
き
る
路
側
帯

は
、
道
路
の
左
側
に

あ
る
路
側
帯
限
定
に

な
り
ま
し
た
。

一
列
で
通
行

友
だ
ち
と
２
台
並

ん
で
の
運
転
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

２
人
乗
り
や
、片
手
運
転
の
禁
止

傘
を
さ
し
た
り
、

携
帯
電
話
等
を
使
用

し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

夜
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　

ラ
イ
ト
が
切
れ
て
い
な
い
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
し
な
い

　

車
と
同
様
に
、
飲

酒
後
の
自
転
車
運
転
に

も
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

交
差
点
で
は
信
号
厳
守
、安
全
確
認

　

青
信
号
で
も
、
安
全
確

認
を
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　

幼
児
用
シ
ー
ト
に
乗
せ
る
と
き
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
自
身
が
運

転
す
る
と
き
も
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

車
に
乗
る
と
き
は
・・・

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

　

も
し
も
の
と
き
の

た
め
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い

　
「
飲
ん
だ
ら
運
転
し

な
い
」「
飲
ん
だ
人
に

運
転
さ
せ
な
い
」「
運

転
す
る
人
に
飲
ま
せ
な

い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

歩
き
な
が
ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

携
帯
電
話
を
操
作
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
は
、
と
て

も
便
利
な
も
の
で
す
が
、
操
作
に
夢
中
に
な

る
と
、
周
囲
の
状
況
が
把
握
で
き
ず
、
大

変
危
険
で
す
。
操
作
を
す
る
と
き
は
、
立

ち
止
ま
っ
て
、
安
全
な
場
所
で
操
作
し
ま
し

ょ
う
。

■
春
の
交
通
安
全
県
民
大
会

▽
と
き

　
４
月
４
日
㈮　

午
後
１
時
～
３
時
50
分

▽�

と
こ
ろ

　

�

い
か
る
が
ホ
ー
ル

　
（
生
駒
郡
斑
鳩
町
興
留
10
︲
6
︲
43
）

▽
内
容　

式
典
、
ア
ト
ラ
ク
ション

■
交
通
遺
児
に

　
就
学
援
助
金
を
支
給

　

交
通
事
故
で
生
活
の
中
心
者
と
な
る
父
母

等
を
亡
く
し
た
子
ど
も
（
市
内
在
住
）
が
、

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
に
入
学
す
る
際
に
、

交
通
遺
児
就
学
援
助
金
支
給
協
議
会
か
ら
、

就
学
援
助
金
５
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象

　

�

平
成
26
年
度
に
小
学
校
・
中
学
校
へ
入
学

す
る
人

▽
申
請
期
間

　
３
月
３
日
㈪
～
４
月
30
日
㈬

▽
申
請
先　

市
役
所
生
活
安
全
課

※�

必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
生
活
安
全

課
ま
で

〔
生
活
安
全
課　

内
線
３
２
１
〕

大
和
高
田
の
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う

　

４
月
６
日
㈰
か
ら
15
日
㈫
ま
で
、「
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
４
月
10
日
㈭
は
、「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
自
動
車
、
自
転
車
の
正
し
い
運
転
や
、
歩
行
を
心
が
け
て
い
ま
す
か
。

も
し
事
故
を
お
こ
す
と
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
友
人
、
そ
し
て
関
係
の
な
い
人
に

ま
で
、
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

交
通
マ
ナ
ー
を
守
って
、
交
通
事
故
の
な
い
大
和
高
田
市
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
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奈
良
県
初
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
で
あ
る
、「
バ
ン
ビ
シ
ャ
ス
奈
良
」

が
、
下
記
の
日
程
で
大
和
高
田
市
民
優
待

デ
ー
開
催
の
報
告
に
、
吉
田
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　

昭
和
59
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第
39
回
国

民
体
育
大
会
」、
通
称
「
わ
か
く
さ
国
体
」

で
は
、
大
和
高
田
市
の
競
技
が
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
で
し
た
。
ま
た
市
長
は
、
学
生

時
代
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
汗
を
流

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
大
和
高
田
市
に

と
っ
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
縁
の
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
市
民
優
待
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
バ
ン

ビ
シ
ャ
ス
奈
良
チ
ー
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
シ
カ
ッ
チ
ェ
」
も
、
多
く
の
大
和
高
田

市
民
に
観
戦
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
P
R

し
ま
し
た
。

　

23
日
㈰
は
、
当
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
み
く
ち
ゃ
ん
」
も
応
援
に
行

き
ま
す
。

　

み
ん
な
で
応
援

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
大
和
高
田
市
民
優
待
デ
ー
開
催

▽
と
き

　

3
月
22
日
㈯　

　
　

開
場
：
午
後
3
時

　
　

試
合
開
始
：
午
後
6
時

　
　

チ
ケ
ッ
ト
販
売
：
午
後
2
時
か
ら

　

3
月
23
日
㈰

　
　

開
場
：
午
前
11
時

　
　

試
合
開
始
：
午
後
2
時

　
　

チ
ケ
ッ
ト
販
売
：
午
前
10
時
か
ら

▽
と
こ
ろ

　

橿
原
公
苑
第
一
体
育
館

　
　
（
橿
原
市
畝
傍
町
53
）

▽
特
典

　

�

チ
ケ
ッ
ト
購
入
時
に
、
大
和
高
田
市
民

（
小
・
中
学
生
）
の
中
か
ら
先
着
20
名
が
、

ス
タ
ー
タ
ー
5
（
先
発
す
る
選
手
）
入

場
時
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

バ
ン
ビ
シ
ャ
ス
奈
良

市
長
表
敬
訪
問
　
　
　
　

席　

種

当
日
価
格

2 階
自由席

大
人

2
3
0
0
円

→
1
8
0
0
円

小
・
中
学
生
1
3
0
0
円

→
8
0
0
円

▽
チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法

　

�

各
試
合
当
日
、
大
和
高
田
市
民
優
待
チ

ケ
ッ
ト
販
売
ブ
ー
ス
を
２
階
入
口
付
近

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

※�

購
入
の
際
は
、
大
和
高
田
市
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
あ
る
証
明
（
市
広
報
誌
・

運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
・
名
刺
・

学
生
証
な
ど
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
人
４
枚
ま
で
購
入
可
能
。

※�

チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
、
上
記
の
販
売
開
始

時
間
か
ら
第
2
ク
ォ
ー
タ
ー
終
了
ま

で
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

バ
ン
ビ
シ
ャ
ス
奈
良
チ
ケ
ッ
ト
担
当

　

☎
0
7
4
2
・
20
・
1
8
0
0

©Bambitious NARA/bj-league

©Bambitious NARA/bj-league

（左）加藤真治代表　（中央）シカッチェ

シ
カ
ッ
チ
ェ
も
一
緒
に
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平 成 2 5 年 1 2 月

定 例 市 議 会

　

平
成
25
年
12
月
定
例
市
議
会
は
、12
月
６
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で
の
８
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、人
事
案
件
２
件
、補
正
予
算
案
６
件
、条
例
案
件
６
件
、訴
訟
の
提
起
１
件
、

調
定
案
の
受
諾
１
件
、損
害
賠
償
に
関
す
る
案
件
２
件
、市
道
の
認
定
１
件
、市
道
の
変
更
１
件
、

市
道
の
廃
止
１
件
、奈
良
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
関
す
る
案
件
２
件
、意
見
書
２
件
の
計

25
議
案
が
提
出
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
同
意・可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、12
日・13
日
に
行
わ
れ
た一般
質
問
で
は
、９
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
質
問
さ

れ
ま
し
た
。本
号
で
は
、そ
の一部
に
つい
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、人
事
案
件
で
は
、人
権
擁
護
委
員
と
し
て
布
施
正
保
氏（
再
任
）、上
田
清
介
氏（
再
任
）

の
推
薦
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

９
億
７
９
８
８
万
５
０
０
０
円
な
ど
可
決

地
方
自
治
体
に
お
け
る
不

動
産
市
場
の
活
性
化
及
び

有
効
活
用
に
つ
い
て

・
市
や
土
地
開
発
公
社
所
有
の
遊

休
地
な
ど
に
企
業
を
誘
致
す
る
こ

と
に
よ
り
、大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
予

想
さ
れ
る
が
、市
と
し
て
の
考
え
は

市
政
会　

萬
津
議
員

現
在
、本
市
及
び
土
地
開
発

公
社
が
所
有
す
る
用
地
で
一

番
広
い
も
の
が
、今
里
川
合
方
の
土

地
で
、市
所
有
地
、公
社
所
有
地
が

隣
接
し
、併
せ
て
２
０
０
０
坪
余
り

あ
る
。こ
こ
は
市
街
化
調
整
区
域

の
土
地
で
あ
る
が
、大
和
高
田
バ
イ

パ
ス
と
京
奈
和
自
動
車
道
の
交
わ

り
、お
お
む
ね
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、奈
良
県
の
規

制
緩
和
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、工

場
や
研
究
施
設
も
立
地
可
能
で
あ

る
。し
か
し
、こ
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、

企
業
立
地
上
は
大
規
模
な
土
地
と

は
言
え
ず
、企
業
、特
に
大
手
企
業

等
の
誘
致
は
大
変
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　

遊
休
地
の
有
効
活
用
は
、本
市

に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。近

鉄
大
和
高
田
駅
前
周
辺
の
市
及

び
土
地
開
発
公
社
所
有
地
の
よ
う

に
、暫
定
的
に
駐
車
場
と
し
て
活

用
す
る
な
ど
、今
後
も
市
有
地
等

の
有
効
利
用
に
つ
い
て
は
、民
間
活

力
に
よ
る
活
用
も
含
め
、い
ろ
い
ろ

な
方
策
を
研
究
し
、市
の
財
源
確

保
や
資
産
活
用
に
も
努
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
の
耐
震
に
つ
い
て

・
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
防
災
拠
点
で
あ
る
市
庁
舎

や
、築
40
年
以
上
経
過
す
る
中
央

公
民
館
の
、一
日
も
早
い
耐
震
対
応

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
、ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

市
政
会　

仲
本
博
文
議
員

市
庁
舎
は
平
成
10
年
３
月

に
実
施
し
た
耐
震
診
断
の

判
定
結
果
に
つ
い
て
は
、耐
震
性
能

が
不
十
分
で
あ
り
、大
規
模
な
耐

震
改
修
が
必
要
で
あ
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。昨
年
度
、驅
体
調
査
と

し
て
、い
わ
ゆ
る
コ
ア
抜
き
の
調
査

を
行
な
っ
た
結
果
は
、中
性
化
は
一

部
進
ん
で
い
る
も
の
の
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
強
度
は
、診
断
箇
所
の
平
均

で
、診
断
当
時
よ
り
若
干
下
回
る

程
度
と
の
報
告
で
あ
っ
た
。し
か
し

50
年
を
経
過
し
た
建
物
で
あ
る
の

で
、建
替
え
が
と
り
得
る
方
向
だ
と

考
え
て
い
る
。そ
れ
に
つ
い
て
、昨
年

度
よ
り
、内
部
職
員
に
よ
る
、検
討

委
員
会
を
設
置
し
て
、現
在
、資
料

収
集
や
庁
内
意
見
の
集
約
な
ど
、

調
整
を
始
め
て
い
る
。中
央
公
民

館
に
つ
い
て
は
、老
朽
化
が
進
む
本

市
の
公
共
施
設
全
体
の
中
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
仮
称
）地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

・
市
長
は
、以
前
よ
り
議
会
に
は

か
り
、市
民
の
意
見
、地
元
の
意
見

を
聞
い
て
進
め
る
と
言
っ
て
い
る
が

市
政
会　

戸
谷
議
員

市
民
の
意
見
を
聞
い
て
、議

会
の
意
見
を
聞
い
て
前
へ
進

め
て
い
き
た
い
。ず
っ
と
同
じ
考
え
で

あ
る
。片

塩
地
内
の
市
有
地
に
つ
い

て

・
土
地
の
現
状
及
び
購
入
時
期
に

つ
い
て市

民
ク
ラ
ブ　

仲
本
清
治
議
員

土
地
の
形
状
に
つ
い
て
は
、株

式
会
社
マ
イ
カ
ル
の
構
造
物

の
一
部
で
あ
る
浄
化
槽
等
の
撤
去

が
行
わ
れ
、一
般
土
を
埋
め
戻
し
た

後
、基
礎
ぐ
い
の
撤
去
を
実
施
し
、

そ
こ
で
生
じ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ

等
を
搬
出
し
た
後
の
、５
月
末
に
整

地
が
終
わ
り
、現
在
の
状
況
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　

現
場
の
確
認
は
、５
月
末
に
市

と
相
手
方
双
方
で
現
状
を
確
認
し

て
い
る
。

　

購
入
時
期
は
都
市
再
生
整
備

事
業
と
し
て
、平
成
24
年
12
月
議

一 般 質 問

問

問

答

答

問問 答答
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会
で
予
算
計
上
し
、議
決
さ
れ
た

後
、平
成
25
年
３
月
25
日
に
大
和

ガ
ス
株
式
会
社
と
用
地
購
入
の
契

約
を
締
結
し
た
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
の
安
全
、安

心
、安
定
確
保
の
た
め
の
取
組
に
つ

い
て

・
食
育
の
取
組
に
つ
い
て

公
明
党　

藤
田
議
員

食
材
の
安
全
性
に
関
し
て

は
、食
材
の
選
定
に
お
い
て
、

使
用
食
材
の
成
分
、品
質
、産
地
、

ア
レ
ル
ゲ
ン
の
有
無
等
に
つ
い
て
、事

前
に
納
入
業
者
に
対
し
て
確
認
し

た
う
え
で
調
達
し
て
い
る
。特
に
、

食
材
の
納
品
時
の
産
地
確
認
に
つ

い
て
は
、調
理
員
が
入
札
時
の
指
定

産
地
な
ど
の
確
認
を
し
て
い
る
。ま

た
、調
理
作
業
に
つ
い
て
も
、本
市

の
学
校
給
食
衛
生
管
理
マ
ニュ
ア
ル

に
基
づ
き
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対

応
も
含
め
、食
材
納
入
時
の
検
収

か
ら
調
理
、各
教
室
へ
の
配
食
に
至

る
ま
で
の
衛
生
管
理
に
努
め
て
い

る
。

　

食
育
に
関
し
て
、学
校
で
は
、食

に
関
す
る
指
導
計
画
を
作
成
し
、

食
育
の
推
進
を
学
校
教
育
に
位
置

づ
け
て
い
る
。給
食
だ
よ
り
の
配
布

や
給
食
試
食
会
の
実
施
、野
菜
栽

培
の
体
験
学
習
を
は
じ
め
、給
食

時
間
に
は
食
事
の
マ
ナ
ー
や
衛
生
に

関
す
る
指
導
な
ど
、子
ど
も
た
ち

が
食
に
関
す
る
知
識
や
能
力
等
を

発
達
段
階
に
応
じ
て
総
合
的
に
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、各

教
科
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
、食
に

関
す
る
指
導
を
推
進
し
て
い
る
。

「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
」の
取
組
状
況
及
び
今
後

に
つ
い
て

・
地
域
社
会
が
総
が
か
り
で
い
じ

め
根
絶
に
取
り
組
め
る
、現
場
の

体
制
づ
く
り
は
、で
き
て
い
る
の
か

公
明
党　

砂
原
議
員

各
学
校
が
実
施
す
べ
き
施
策

と
し
て

・ 

学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の

策
定

・ 

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
防
止
等

の
対
策
の
た
め
の
組
織
の
立
ち

上
げ

・ 

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
防
止
等

に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て

・ 

い
じ
め
の
問
題
に
特
化
し
た
個

人
別
生
活
カ
ー
ド
の
運
用

の
、４
項
目
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

　

学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に

つ
い
て
は
、本
年
６
月
に
策
定
さ
れ

る
、奈
良
県
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
の
策
定
に
合
わ
せ
、各
学
校
が
そ

の
策
定
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。他
の
３
項
目
に
つ

い
て
は
、本
年
度
、３
学
期
に
試
行

期
間
を
設
定
し
、来
年
度
、４
月
１

日
か
ら
の
運
用
に
向
け
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、い
じ
め
事
案
の
解
決
の
た

め
に
は
、学
校
だ
け
で
は
な
く
、市

当
局
、警
察
署
、子
ど
も
家
庭
相

談
セ
ン
タ
ー
、奈
良
県
地
方
法
務
局

葛
城
支
部
と
も
連
携
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
、い
じ
め
問
題
対
策
連

絡
協
議
会
の
設
置
に
向
け
て
、今

後
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

公
共
施
設
白
書
の
作
成
と

更
新
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
過
去
50
年
間
に
建
て
た
施
設

は
、今
後
50
年
間
に
更
新
す
る
必

要
が
出
て
く
る
が
、ど
の
よ
う
に

考
え
で
い
る
の
かみ

ら
い　

奥
本
議
員

本
市
で
は
、施
設
の
効
用
を

維
持
す
る
た
め
、維
持
補
修

費
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
炉
、総
合
公
園
、

下
水
道
並
び
に
橋
り
ょ
う
に
お
い

て
、長
寿
命
化
計
画
を
作
成
し
、国

庫
補
助
を
活
用
し
て
、財
政
負
担

の
軽
減
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い

く
。な
お
、「
中
期
財
政
適
正
化
フ

レ
ー
ム
」の
今
後
５
年
間
の
財
政
収

支
見
込
み
に
お
い
て
、施
設
の
維
持

補
修
費
、並
び
に
今
後
、建
設
が
見

込
ま
れ
る
都
市
再
生
整
備
事
業
、

市
庁
舎
、給
食
施
設
等
は
す
で
に

反
映
し
て
お
り
、適
正
な
財
政
規

律
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、将
来

の
発
展
に
必
要
な
事
業
の
推
進
に

努
め
る
。ま
た
、既
存
の
施
設
に
つ
い

て
は
、中
長
期
的
な
視
点
か
ら
、今

後
の
施
設
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。そ
の
た
め
に
は
、先
進
地

の
事
例
、取
組
な
ど
を
調
査
、研
究

す
る
と
と
も
に
、本
市
に
お
い
て
最

適
な
方
法
を
検
討
し
、今
後
の
公

共
施
設
の
更
新
、あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

水
つ
き
問
題
に
つ
い
て

・
大
和
川
流
域
総
合
治
水

対
策
の
基
本
計
画
で
あ
る「
よ
り

貯
め
る
」に
基
づ
い
た
、本
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

共
産
党　

沢
田
議
員

大
和
川
流
域
総
合
治
水
対

策
協
議
会
の
中
で
、国
、県
、

市
町
村
が一
体
と
な
り
、治
水
事
業

の
取
組
強
化
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。本
市
周
辺
の
自
治
体

と
も
連
携
を
と
り
、水
害
対
策
の

中
で
も
特
に
下
流
域
へ
の
影
響
を

抑
え
る
た
め
の
、一
時
貯
留
施
設
の

充
実
に
、自
治
体
ご
と
に
取
組
を
し

て
い
く
方
向
で
考
え
て
い
る
。本
市

と
し
て
も
、内
水
被
害
を
軽
減
す

る
手
だ
て
と
し
て
、浸
水
地
域
に
あ

る
東
三
倉
堂
地
内
の
遊
休
地
を
利

用
し
た
雨
水
貯
留
に
取
組
ん
で
お

り
、土
庫
川
上
流
域
の
蔵
之
宮
町

地
内
並
び
に
春
日
町
地
内
で
の
雨

水
貯
留
施
設
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、新
た
な
民
間
の
開
発
に
つ
い

て
も
、水
路
系
統
に
限
り
が
あ
る
の

で
、開
発
区
域
内
で
の
貯
留
施
設

の
、さ
ら
な
る
強
化
と
対
策
を
考

え
て
い
き
た
い
。

中
学
校
給
食
の
実
施
に
つ
い
て

・
実
施
時
期
を
定
め
、方

式
や
予
算
の
検
討
等
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
設
定
が
必
要
と
考
え
る
が

共
産
党　

向
川
議
員

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

問

問 答答

答

問

答 問

問

答
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平 成 2 5 年 1 2 月

定 例 市 議 会

【日本画】
大賞
　水口 信子　「街灯（大中公園）」

優秀賞
　堀内 けい子　「桜華殿」
八景賞
　田中　薫　「ガスタンク」

第12回大和高田八景作品展  入賞作品
各部門の入賞者は、次のとおりです。（敬称略）

今
年
度
、中
学
校
給
食
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、中
学
生
が
心
身
と

も
に
健
康
で
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
る
う
え
で
、中
学
校
に
お
け
る

昼
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。現
在
、本
市

で
は
、災
害
時
に
市
民
の
避
難
所

と
な
る
学
校
施
設
の
耐
震
性
の
確

保
を
重
要
課
題
と
し
て
、平
成
26

年
度
か
ら
27
年
度
に
お
い
て
工
事

の
完
了
を
め
ざ
し
耐
震
化
計
画
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、中
学

校
給
食
の
実
施
に
つ
い
て
は
、検
討

委
員
会
に
お
い
て
、ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
や
残
食
、ま
た
学
校
運
営
の
問

題
、給
食
費
の
徴
収
の
問
題
、実
施

方
式
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
課
題

が
あ
り
、今
後
、学
校
施
設
の
耐
震

化
工
事
の
進
捗
状
況
等
も
見
な
が

ら
、教
育
現
場
な
ど
多
く
の
意
見

を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

● 

提
出
さ
れ
た
意
見
書 

●

◦ 

要
支
援
者
に
対
す
る
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
と
利
用
料
の

１
割
負
担
堅
持
を
求
め
る
意
見

書
◦ 

難
病
患
者
支
援
の
充
実
に
関
す

る
意
見
書

　

委
員
会
審
査
結
果

　

総
務
財
政
委
員
会

　

平
成
25
年
度
大
和
高
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）、ほ
か

５
議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

　

民
生
文
教
委
員
会

　

平
成
25
年
度
大
和
高
田
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）、ほ
か
６
議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

　

環
境
建
設
委
員
会

　

平
成
25
年
度
大
和
高
田
市
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）、ほ
か
７
議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

次
の
定
例
会
は
、３
月
７
日
㈮
か
ら

開
会
の
予
定
で
す
。

【洋画】
大賞
　小野 五郎　「大和高田駅」

優秀賞
　辻本 佳子　「私の駅　松塚」
八景賞
　竹内 敬夫　「髙田川」
奨励賞
　安達 沙紀　「橋から見た高田川」

【写真】
大賞
　松村　学　「祭礼」

優秀賞
　勢川 映治　「いざ！出陣」
八景賞
　平松 典子　「冬の華」

総
務
財
政
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

委
員
会
審
査
結
果

環
境
建
設
委
員
会
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「
姉
妹
都
市
締
結
50
周
年
記
念
誌
」

　
　
　
　
　
　
　
　
を
発
行

　

大
和
高
田
市
は
、
昨
年
8
月
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
リ

ズ
モ
ー
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
50
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

れ
を
記
念
し
、
市
民
訪
問
団
が
結
成
さ
れ
、
リ
ズ
モ
ー
市

で
の
記
念
式
典
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
様
子
を
ま
と
め
た
記
念
誌
を
発
行
し
ま
し
た
。
記

念
誌
は
、
市
立
図
書
館
に
配
置
し
、
貸
出
し
も
で
き
ま
す
。

御
一
読
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
姉
妹
都
市

交
流
50
周
年
記
念
事
業
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

〔
広
報
情
報
課　

内
線
２
７
３
〕

飼
い
犬
の

登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
３
か
月
以
上
の
飼
い
犬
は
、
生
涯
１
回
の
登
録
と
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
、
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
予
定
の
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て
、
日
時
・
会
場

等
は
、
登
録
を
し
て
い
る
飼
い
主
に
送
る
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
い
ま

す
。
昨
年
と一
部
変
更
し
て
い
る
会
場
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
誌
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
環
境
衛
生
課　

内
線
２
８
１
〕

飼
い
犬
の
管
理

　

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
の
引
き
取
り
や
、
野
犬
、
放
し
飼
い
な

ど
犬
に
関
す
る
苦
情
は
、
保
健
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
奈
良
県
葛
城
保
健
所　

☎
22
・
１
７
０
１
〕

『
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報

　
O
N
の
ま
ま
』

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
統
一
防
火
標
語

　

高
田
消
防
署
で
は
、
３
月
１
日
～
７
日
ま
で
の
７
日
間
、

「
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
残
り
、
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器
具
な
ど
、

火
を
使
う
機
会
が
多
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
か
ら
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、「
火
の
用
心
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
３
月
11
日
で
３
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
未み

ぞ

う

曽
有
の
大
震
災
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん一
人
ひ
と
り
が
、
防
火
・
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〔
中
和
広
域
消
防
組
合　

高
田
消
防
署 

☎
25
・
０
１
１
９
〕

みくちゃんがCMに
出演中！

清涼飲料水のテレビ
コマーシャルに出演
中。どこに出ている
か、探してみてね！

写真は１月６日の消防出初式の様子です。
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第
９
回『
中
和
の
が
ん
撲
滅

を
目
指
す
会
』を
開
催

―
女
性
の
が
ん
に
つ
い
て
―

　

２
０
０
７
年
か
ら
始
ま
っ
た

『
中
和
の
が
ん
撲
滅
を
目
指
す

会
』も
今
回
で
、９
回
目
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、高
齢
化
に
伴
い
、が

ん
患
者
数
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。１
年
間
に
60
万
人
が
、が

ん
に
か
か
り
、30
万
人
以
上
が
、が

ん
で
亡
く
な
り
ま
す
。こ
の
こ
と

は
、実
に
国
民
の
２
人
に
１
人
が

が
ん
に
か
か
り
、ま
た
全
死
亡
者

の
３
人
に
１
人
は
、が
ん
が
原
因

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、中
和
地
域
の
住
民

の
皆
さ
ん
に
、「
が
ん
」に
つ
い
て

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、市
立

病
院・
医
師
会（
大
和
高
田
市
、葛

城
地
区
）・
保
健
セ
ン
タ
ー
（
大

和
高
田
市
、御
所
市
、香
芝
市
、葛

城
市
、広
陵
町
）が
協
力
し
て
、こ

の
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、乳
が
ん
、胃
が
ん
、

大
腸
が
ん
、前
立
腺
が
ん
、膀
胱

が
ん
、肺
が
ん
、肝
臓
が
ん
を
テ
ー

マ
と
し
た
市
民
公
開
講
座
を
開

催
し
、皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
学
ん

で
き
ま
し
た
。

　

毎
回
、た
く
さ
ん
の
住
民
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
、非
常
に
有
意
義

な
時
間
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
今
回
の
テ
ー
マ
は
、女
性

の
が
ん
に
つ
い
て
で
す
。

　

当
院
の
堀
江
清
繁
産
婦
人
科

部
長
が
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
、

ま
た
梶
原
宏
貴
産
婦
人
科
医
長

が
、卵
巣
が
ん
に
つ
い
て
話
を
し

ま
す
。

　

子
宮
頚
が
ん
は
、ワ
ク
チ
ン
が

開
発
さ
れ
、予
防
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、昨
年

相
次
い
で
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
副
作

用
の
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
べ

き
か
、重
要
な
問
題
で
す
。ま
た

こ
の
子
宮
頸
が
ん
に
は
、検
診
が

と
て
も
有
用
で
す
。そ
の
理
由
に

つ
い
て
も
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
一方
卵
巣
が
ん
は
、診
断
が
難
し

く
、し
ば
し
ば
発
見
が
遅
れ
、進

行
が
ん
と
な
っ
て
見
つ
か
る
こ
と

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。早
期
に

発
見
す
る
た
め
に
は
、ど
う
し
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、特
に
子
宮
内
膜
症
の

が
ん
化
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。子

宮
内
膜
症
と
は
、ど
の
よ
う
な
病

気
で
し
ょ
う
か
。知
っ
て
い
れ
ば
、

防
げ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

本
会
に
よ
っ
て
、中
和
地
域
の

皆
さ
ん
の「
が
ん
」に
対
す
る
意

識
が
高
ま
り
、検
診
率
が
向
上
し

て
、中
和
地
域
の
が
ん
に
よ
る
死

亡
率
が
減
少
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

『
中
和
の
が
ん
撲
滅
を
目
指
す
会
』

幹
事　

岡
村
隆
仁

●�

第
９
回
中
和
の
が
ん
撲
滅
を
目

指
す
会

知
っ
て
守
ろ
う

　

大
切
な
い
の
ち

▽
と
き　

３
月
29
日
㈯

　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

▽
と
こ
ろ

　

さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル・小
ホ
ー
ル

▽
定
員　

２
３
０
人　

※�

先
着
順・参
加
費
無
料・申
込
不

要
▽
内
容

第
１
部

午
後
２
時
５
分
～
２
時
55
分

『
子
宮
頸
が
ん
予
防
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
』

講�

師　

市
立
病
院
産
婦
人
科
部
長

堀
江
清
繁

第
２
部　

午
後
３
時
５
分
～
３
時
55
分

『
卵
巣
が
ん
、特
に
子
宮
内
膜
症
の

が
ん
化
に
つ
い
て
～
月
経
痛
は
我

慢
せ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
～
』

講�

師　

市
立
病
院
産
婦
人
科
医
長

梶
原
広
貴

第
３
部　

午
後
４
時
～
４
時
20
分

『
質
問
コ
ー
ナ
ー
』

〔
市
立
病
院
が
ん
医
療
推
進
委
員
会

☎
53・２
９
０
１　

内
線
３
０
９
1
〕

い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
活
で
き
る
よ
う

　
　
　
「
ニ
ー
ズ
調
査
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

つ
い
に
、
大
和
高
田
市
で
も
、「
4
人
に
1
人
が
高
齢
者
」

と
い
う
時
代
が
、
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
寿
国
の
わ
が
国
に
あ
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
20
年
余

り
の
高
齢
期
を
過
ご
す
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
健
康
で
、
介
護
を
受
け
な
く
て
も
暮
ら
せ
る
高
齢
期

を
望
み
、
介
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
自
分
ら
し
く
、

暮
ら
し
た
い
と
望
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

大
和
高
田
市
で
は
、「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
身
近
な
地
域
で

の
支
え
合
い
の
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
す

こ
や
か
に
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
」
を
基
本
理

念
に
、「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
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昨
年
の
流
行
語
大
賞
の
１
つ
に
、

「
お
・
も
・て・
な
・し
」が
あ
り
ま
し

た
。こ
の
言
葉
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

招
致
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
使

わ
れ
、一躍
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
、

喜
ぶ
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。と

こ
ろ
で
、私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
て
い
て
不

思
議
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

　

陸
上
競
技
で
あ
ん
な
に
活
躍
す

る
黒
人
選
手
が
、な
ぜ
水
泳
種
目

に
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
？

　

先
日
、黒
人
ス
イ
マ
ー
、ア
リ
ア・

ア
ト
キ
ン
ソ
ン
さ
ん
の
記
事
が
目

に
と
ま
り
ま
し
た
。ア
リ
ア・ア
ト

キ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
、１
９
８
８
年

ジ
ャ
マ
イ
カ
で
生
ま
れ
、４
歳
の
こ

ろ
に
水
泳
を
は
じ
め
ま
し
た
。そ

の
後
、10
歳
の
こ
ろ
に
家
族
と
と

も
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
フ
ロ
リ
ダ

州
に
移
住
し
、そ
こ
で
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
に
通
い
、才
能
を
開
花
さ

せ
ま
し
た
。そ
し
て
、２
０
０
４
年

ア
テ
ネ
五
輪
、２
０
０
８
年
北
京
五

輪
、２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン
五
輪
と

３
大
会
連
続
で
出
場
し
、ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
１
０
０
ｍ
平
泳

ぎ
で
４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ア
ト
キ
ン
ソ
ン
さ
ん
の
母
国

ジ
ャ
マ
イ
カ
は
、海
に
囲
ま
れ
た

島
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
民
が
水
泳
に
親
し
む
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、ま
た
、農
民
は
、海

に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が
多
い

よ
う
で
す
。黒
人
水
泳
選
手
が
少

な
い
理
由
の
１
つ
に
は
、白
人
が

使
う
プ
ー
ル
を
使
え
な
か
っ
た
と

い
う
差
別
の
歴
史
が
あ
る
よ
う
で

す
。ア
ト
キ
ン
ソ
ン
さ
ん
自
身
も
、

水
泳
の
大
会
で
は
、自
分
が
プ
ー

ル
サ
イ
ド
に
立
つ
と
き
に
、自
分

に
注
が
れ
る
奇
異
な
視
線
を
何
度

も
感
じ
た
そ
う
で
す
。し
か
し
、泳

ぐ
こ
と
が
大
好
き
な
ア
ト
キ
ン
ソ

ン
さ
ん
は
、『
黒
人
の
選
手
が
差
別

を
受
け
る
こ
と
な
く
泳
げ
る
よ
う

な
環
境
を
作
り
、水
泳
へ
の
関
心

を
高
め
た
い
』、そ
ん
な
思
い
で
、

泳
ぎ
続
け
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
お・も・て・な・し
」は
、言
い
換

え
れ
ば
、相
手
を
リ
ス
ペ
ク
ト（
尊

敬
）す
る
こ
と
で
す
。私
た
ち
の
町

や
地
域
で
も
、人
種・性
別
そ
の
他

の
違
い
を
こ
え
て
、誰
も
が
リ
ス

ペ
ク
ト
さ
れ
る
そ
ん
な
社
会
を
実

現
し
、７
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、世
界
の

国
・々地
域
の
人
た
ち
に
、最
高
の

笑
顔
を
届
け
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕

　
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
は
、
平
成
12
年
度
か
ら
３
年
ご
と

に
作
成
さ
れ
て
い
て
、
平
成
26
年
度
に
、
６
回
目
の
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
、
65
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
、「
二
次
予
防
事
業
対
象
者
選
定
事
業
及
び
日
常
生
活
圏

域
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
行
っ
た
結
果
も
、
反
映
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
日
常
生
活
を
自
分
で
行
う
力
が
低
下
傾
向

か
ど
う
か
を
調
べ
て
、
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
状
況
に
合
っ
た
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
ご
と
に
、
困
り
ご
と
の
偏
り
が
な
い
か
、
共
通

す
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
見
つ
け
出
し
、
高
齢
者
が
自
分
で
で

き
る
こ
と
、
近
所
同
士
で
で
き
る
こ
と
、
市
と
一
緒
に
で
き
る
こ

と
な
ど
を
、
見
つ
け
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
ニ
ー
ズ
調
査
」
に
は
、
昨
年
ま
で
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
に
な

る
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
に
、
個
別
で
送
っ
て

い
た
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
項
目
を
含
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
結
果
、
生
活
機
能
の
低
下

が
認
め
ら
れ
、
希
望
す
る
人
は
、
二
次
予
防
事
業
（
運
動
器
の

機
能
向
上
教
室
、
栄
養
・
口
腔
機
能
向
上
教
室
）
に
参
加
で
き

ま
す
。
該
当
す
る
人
に
は
、
結
果
通
知
で
案
内
し
ま
す
。

　

手
元
に
届
い
た
ら
、
返
送
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

*
発
送
予
定
：
平
成
26
年
３
月
中
旬

*
返
送
期
限
：
平
成
26
年
4
月
上
旬

*
返
送
先
：
大
和
高
田
市
地
域
包
括
支
援
課

*
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
票
送
付
：
平
成
26
年
６
月
ご
ろ

*
お
問
い
合
わ
せ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
１
２
０・７
２
８・９
７
６

〔
地
域
包
括
支
援
課　

内
線
5
5
8
〕

差
別
の
な
い
プ
ー
ル
に

132
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Colleen（コリーン）さん
は、毎年リズモー市が派遣
する学生を引率し、大和高
田市を訪れています。

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り　リズモーのこのごろ

The photo of the dinner including the meat pie. Meat pie is considered very Australian, it is popular as a lunch or dinner as well as a yummy fast food　snack. It is often eaten with mashed potato and mushy peas as well as gravy or tomato sauce. Also popular with potato chips.
　これは夕食のミートパイの写真です。ミートパイはとてもオーストラリアらしい食べ物で、昼食や夕食の定番かつ、おいしい、手軽な軽食です。 それはときどき、マッシュ・ポテトと柔らかいエンドウをグレービーソースかトマトソースをつけて食べます。 また、ポテトチップと一緒に食べるのも定番です。The Nimbin Candle Factory. Nimbin became famous in 1973 when the Aquarius festival was held, that was the beginning of Nimbin as a very diverse and artistic community. The Candle Factory has been operating since then. It is a unique business which is always interesting  and colourful. The staff are very friendly and keen to show visitors how they make the candles as well they have a beautiful display of all shapes and sizes of candles for sale.

　Nimbin のロウソク工場です。 Nimbin は 1973 年に開催された、アクエリアス・フェスティバルで有名になりました。それは Nimbin の非常に多彩で芸術的なコミュニティの始まりでした。 ロウソク工場は、このころから営業しています。それは
とても興味深い彩り豊かでユニークな商いです。ここで働くスタッフは、とても親しみやすく訪れる観光客
に親切かつ丁寧に、商品やその作り方を説明してくれます。お店には、いく種類ものサイズや形の美しい
商品が並んでいます。

　

中
学
生
の
息
子
に
親
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
わ
た
し
、無
料
の
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
遊
ば
せ
て
い
た
。

今
月
届
い
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会

社
か
ら
の
請
求
書
に
は
、利
用
額

は
20
万
円
と
な
っ
て
お
り
、身
に
覚

え
が
な
い
の
で
会
社
に
確
認
し
た

ら
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
利
用
料

金
で
、翌
月
請
求
分
も
約
10
万
円

あ
る
と
言
わ
れ
た
。息
子
に
聞
く

と
ゲ
ー
ム
内
の
有
料
ア
イ
テ
ム
を

買
う
た
め
、親
に
内
緒
で
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
使
っ
た
と
い
う
。高
額

な
の
で
困
っ
て
い
る
。　

40
歳
代
女
性

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
と
は
、パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン・

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
か
ら
、ゲ
ー
ム

サ
イ
ト
に
接
続
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
で
す
。

誰
も
が
簡
単
に
利
用
で
き
る
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
は
、そ
の
利
用
者
が

年
々
増
加
し
、そ
れ
に
伴
い
ト
ラ
ブ

ル
も
増
え
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

未
成
年
者
の
相
談
が
大
幅
に
増

え
、特
に
16
歳
未
満
の
子
ど
も
の

相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
て
、低

年
齢
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。ト
ラ

ブ
ル
の
内
容
は
、未
成
年
者
の
場
合

は
料
金
支
払
い
手
段
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
使
っ
た
も
の
が
多
く
、金

額
も
高
額
化
と
い
う
傾
向
で
す
。

未
成
年
者
の
場
合
、７
割
以
上
が

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
で
、子
ど

も
が
親
に
無
断
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
持
ち
出
し
決
済
し
た
り
、親
が

ゲ
ー
ム
の
課
金
シ
ス
テ
ム
を
よ
く
理

解
し
な
い
ま
ま
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力

し
た
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

未
成
年
者
に
よ
る
契
約
は
、親

な
ど
の
法
定
代
理
人
の
同
意
が
必

要
で
あ
り
、同
意
の
な
い
契
約
は

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か

し
、小
遣
い
の
範
囲
内
の
契
約
や
、

年
齢
を
詐
称
し
た
り
、親
権
者
の

同
意
が
あ
る
な
ど
と
、相
手
を
だ

ま
し
た
時
は
取
り
消
せ
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。事
例
の
場
合
、契

約
に
至
る
経
緯
を
説
明
し
、ま
た

未
成
年
者
に
こ
の
よ
う
な
高
額
な

契
約
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
、本
人
も
反
省
し
て
い
る
旨
を

● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10時〜午後4時   ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所  ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

相
談
事
例

増えています！
未成年者の
オンライン
ゲームトラブル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英文は、原文のとおりです）
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インターネット通販の前払いによるトラブルが増えている。
「商品が届かない」「全く別のものが届いた」「コピー品が
届いた」などの相談が多いね

せっかくの楽しい買い物が、台無しです！

こうした悪質サイトは、
　①�商品が他と比べて極端に安い
　②�他では品切れなのに在庫がある
　③�サイトに電話番号の表記がない
　④�振込先が個人名義
などの特徴があるね。

振り込んだお金は、戻ってこないのですか？

かなり難しいね。電話ができないから、連絡手段がメール
のみだしねぇ・・・
最初からだますつもりなら、商品がなくても、商品写
真さえあれば、何でもサイトに掲載できますよね。

そのとおり。よほど信頼できるサイトではない限り、前払い
はひかえたほうがいいね。

いつ代金払うの？　後でしょ！
教えて！
最新情報

伝
え
、交
渉
す
る
よ
う
助
言
し
ま

し
た
。

⑴��

親
子
で
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
確

認
し
、話
し
合
う

　

大
人
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム

機
な
ど
に
よ
る
ゲ
ー
ム
の
仕
組
み
に

つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、ゲ
ー

ム
の
料
金
体
系
、決
済
方
法
に
つ

い
て
確
認
し
、ゲ
ー
ム
の
遊
び
方
や

ル
ー
ル
に
つ
い
て
子
ど
も
と
よ
く
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

⑵��

大
人
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
管
理
に
つ
い
て
注
意
す
る

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
管
理
に
は

十
分
注
意
を
し
、子
ど
も
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み
な
ど
を
教

え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。利
用
明

細
は
、毎
月
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑶��

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場
合

は
、親
子
で
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
す
る
。

　
誰
で
も
、ど
こ
で
も
、で
き
る
の
が“
坐
禅
”。

「
魔
法
で
は
な
い
け
れ
ど
、心
静
か
に
、自
分
自

身
と
向
き
合

え
た
と
き
、少

し
だ
け
心
が

和
ら
い
で
い

く
」と
、坐
禅

の
力
に
つ
い

て
住
職
が
語 

っ
て
い
る
本

で
す
。

平
井
正
修 

著
／
幻
冬
舎

『
心
が
み
る
み
る
晴
れ
る
坐
禅
の
す
す
め
』

３月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書 一般書
『
ぱ
か
ぱ
か
』

福
知
伸
夫�

作
／
福
音
館
書
店

『
風
の
又
三
郎
ー
画
本
ー
』

藤
城
清
治�

絵
・
宮
沢
賢
治�

原
作
／
講
談
社

『
黒
魔
女
の
騎
士
ギ
ュ
ー
バ
ッ
ド　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
』

石
崎
洋
司�

作
／
講
談
社

『
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
た
め
の
大
好
物
レ
シ
ピ
』

	

日
本
ハ
ム
中
央
研
究
所�

著
／
幻
冬
舎

『
そ
の
峰
の
彼
方
』

	

笹
本
稜
平�

著
／
文
藝
春
秋

『
タ
ー
ミ
ナ
ル
タ
ウ
ン
』

	

三
崎
亜
記�

著
／
文
藝
春
秋

◎おはなし会
かい

▷とき　3月8日㈯�ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい
��●�おはなし� 『はなたれこぞうさま』

��●�絵
え

本
ほん

� 『いのちのうた』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫
▷とき　3月22日㈯�ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい
��●�おはなし� 『はたけのキャベツ』

��●�ペープサート�『いっぽんばしわたる
　　　� 　　　　　oワ ンne　mモ アore』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

３月の新着図書

◎
一
呼
吸

　

1
月
は
1
年
の
始
ま
り
と
な
る
月

で
す
が
、
3
月
は
引
越
し
や
進
級

等
で
、
生
活
環
境
が
変
わ
る
節
目

と
な
る
月
で
す
ね
。
不
安
に
思
う
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
と
き
、

心
と
体
に
「
一
息
」
入
れ
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
そ
ん
な
本
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

『「
禅
」
の
暮
ら
し
』

（
松
原
哲
明�

監
修
／
主
婦
の
友
社
）

　
「
ご
ゆ
る
り
禅
生
活
」
の
ス
ス
メ
で

す
。
坐
禅
・
写
経
・
精
進
料
理
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
心

と
体
の
声
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

『
宗
哲
和
尚
の
精
進
レ
シ
ピ
』

（
藤
井
宗
哲�

著・藤
井
ま
り�

著
／

河
出
書
房
新
社
）

　

精
進
料
理
の
第
一
人
者
で
あ
る
和

尚
が
旬
の
野
菜
を
中
心
に
レ
シ
ピ
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
和
尚
の
知
恵
と

ア
イ
デ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
家
庭
で
簡

単
に
作
れ
る
128
品
で
す
。

『
生
ま
れ
か
わ
り

︱
東
大
寺
大
仏
縁
起
絵
巻
よ
り
︱
』

（
寮
美
千
子�

文
／
長
崎
出
版
）

　
「
東
大
寺
大
仏
縁
起
絵
巻
」
を

元
に
絵
巻
の
絵
の一
部
を
そ
の
ま
ま

使
い
、
わ
か
り
や
す
い
文
で
書
か
れ

て
い
る
絵
本
で
す
。
色
使
い
や
細
部

を
見
る
と
絵
の
迫
力
を
感
じ
ま
す
。

心
を
「
無
」
に
し
て
、一
部
で
す
が
、

美
し
い
絵
巻
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
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お
店
の
看
板
が
並
び
ま
す
。
商

店
街
の
一
角
の
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

　

答
え
は
、
う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
で

す
。

　
「
元
標
」と
い
う
文
字
が
出
ま
し

た
の
で
、「
道
路
元
標
」に
つい
て
チ
ョ

ッ
ト
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
道
路
元
標
」は
、大
正
11
年

８
月
18
日（
１
９
２
２
年
）内
務

省
令
と
し
て
公
布
さ
れ
た
も
の

で
、県
境
碑
と
と
も
に
、道
路
の

基
準
と
な
る
も
の
で
す
。高
田
で

は
、下
街
道（
郡
山
よ
り
安
堵
・

川
西
町
・三
宅
町
・広
陵
町・
大
和

高
田
市
・
葛
城
市
・
御
所
市
・
風
の

森
を
経
て
五
條
に
至
る
）と
、初

瀬
街
道（
高
田
の
横
大
路
）の
交

差
す
る
地
点
、す
な
わ
ち
、今
の

北
片
塩
町
４
の
22
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、竹
ノ
内
峠
の
頂
上
に
は

県
境
碑
が
あ
り
、碑
の
西
面
に

は
、次
の
よ
う
に
刻
字
さ
れ
て
い

ま
す
。「
距
奈
良
市
橋
本
町
元

標
八
里
六
町
三
六
間
」「
距
奈
良

県
北
葛
城
郡
役
所
一
里
三
十
四

町
四
十
九
間
」「
距
奈
良
県
北
葛

城
郡
高
田
町
元
標
一
里
二
十
六
町

一
間
」と（
メ
ー
ト
ル
に
換
算
す
る

と
、ど
れ
位
で
す
か
ね
）。余
談
に

な
り
ま
し
た
が
、書
き
添
え
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

川
の
話
に
戻
り
ま
す
か
。夏
に

な
る
と
、高
田
町
で
は
日
時
を
指

定
し
て
、一
斉
に
大
掃
除
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
畳
は
近
く
の
広
場
・

空
き
地
で
塵
を
は
た
き
、川
の
近

く
の
家
で
は
、障
子
を
川
に
持
ち

出
し
、一
斉
に
障
子
紙
を
川
水
で

洗
い
落
し
た
も
の
で
す
。そ
の
風

景
も
、今
で
は
見
ら
れ
な
い
長の
ど
か閑

な
夏
の
風
物
詩
で
し
た
。子
ど
も

た
ち
も
、嬉
々
と
し
て
お
手
伝
い

を
し
た
も
の
で
す
。

　

慣
れ
親
し
ん
で
き
た
高
田
川

も
、昭
和
に
入
る
と
、町
に
も
活

気
が
出
始
め
、商
業
都
市
と
し
て

の
将
来
を
見
据
え
た
街
づ
く
り

に
迫
ら
れ
、行
政（
高
田
町
）で

は
、街
を
東
西
に
二
分
し
て
い
る

川
が
、商
業
の
発
展
を
阻
害
す
る

も
の
と
考
え
、旧
高
田
川
の
廃
川

と
川
替
え
を
計
画
、昭
和
７
年

よ
り
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

工
事
に
あ
た
っ
て
、大
い
に
力
を

貸
し
て
く
れ
た
の
が
、中
川
吉
造

さ
ん
で
す
。最
初
に
中
川
さ
ん
の

人
物
紹
介
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

高
田
が
生
ん
だ
先
人
と
言
え

ば
、ま
ず
第
一に
、工
学
博
士
中
川

吉
造
に
指
を
折
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

内�

務
技
監
工
学
博
士�

中
川
吉
造

明�

冶
４
年　

奈
良
県
北
葛
城
郡

高
田
町（
現・大
和
高
田
市
）に

生
ま
れ
る

明��

冶
29
年　

東
京
帝
国
大
学
土

木
工
学
科
卒
業・内
務
省
入
省

大�

正
12
年　

東
京
土
木
出
張
所

長

大
和
高
田
語
り
べ
：
　
上
嶋　

丈
夫
さ
ん

　
上
嶋
丈
夫
さ
ん
は
、市
内
に
住
ん
で
90
年
。
自
身
が
見
て

き
た
高
田
の
歴
史
を
、文
章
に
書
き
と
ど
め
て
い
ま
す
。

昭
和
３
年　

内
務
技
監

昭
和
５
年　

正
三
位
勲
二
等

　

中
川
吉
蔵
技
監
が
郷
土
に
貢

献
し
た
も
の
は
、水
道
事
業
の
他

に
高
田
川
の
川
替
え
工
事
で
し

よ
う
。夏
季
の
出
水
期
に
は
、し

ば
し
ば
は
ん
濫
、大
中
の
春
日
神

社
の「
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
」も
、今
で
い

う
大
雨
洪
水
警
報
で
す
ね
。
特

に
有
井
や
北
大
中
地
区
は
、水
の

逆
流
の
た
め
、水
田
は
冠
水
、家

屋
の
床
下
浸
水
は
、毎
年
の
出
来

事
で
あ
っ
た
た
め
、住
民
の
水
難

か
ら
の
救
済
と
、失
業
者
対
策
と

し
て
、川
替
え
工
事（
県
の
直
轄

工
事
）を
、昭
和
７
年
よ
り
11
年

の
歳
月
を
費
や
し
、よ
う
や
く
18

年
に
完
成
は
し
た
も
の
の
、時
あ

た
か
も
大
東
亜
戦
争
の
最
中
で
、

廃
川
と
な
っ
た
川
の
道
路
化
は
、

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
の
ま

ま
、昭
和
20
年
８
月
15
日
の
終
戦

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※�

中
川
吉
蔵　
　

明
治
の
河
川
土
木
事
業

の
先
駆
者
と
し
て
、特
に
利
根
川
の
治
水

工
事
に
そ
の
生
涯
を
か
け
た
。ヨ
ー
ロッ
パ

留
学
後
、内
務
省
の
内
務
技
監
と
し
て
そ

の
業
績
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。主
に

な
っ
て
設
計
し
た
千
葉
県
佐
原
市
と
茨

城
県
東
町
の
県
境
に
あ
る
「
横
利
根
閘こ
う

門
」
は
、れ
ん
が
造
り
の
美
し
い
姿
と
優

れ
た
機
能
を
併
せ
持
ち
、平
成
12
年
に

は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
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